




はじめに

　最近小児動脈硬化症が注目され,脂質代謝との関連で検討されている。従来

より低比重リポ蛋白(LDL)が動脈硬化性疾患の発生および進展に関与すること

は周知である。近年,Miner らが虚血性心疾患の発生と高比重リポ蛋白コレス

テロール(HDL-CH)濃度とに逆相関がある事実を報告し,HDL が抗動脈硬化作用

を有するとする仮説を提唱した。その後多数の疫学的研究および臨床実験がな

され,この仮説が支持されつつある。


